
  

 

 
 

 

 「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベルジ株式会社 有料老人ホーム ベルジ箕輪 

発行責任者 総支配人 守田 昌史      
       支配人 高木 正幸 

 

〒370-3104 群馬県高崎市箕郷町上芝 839-4 

Tel 027-371-6610  /  Fax027-371-6613 

E‐mail   minowa@e-verde.co.jp 

URL   http://www.e-verde.co.jp 

 

（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しぐるるやしぐるる山へ歩み入る」日本を代表する有名な俳人「種田山頭火」

が詠んだ作品。「しぐるる」は「時雨」を指し、冬を表す季語であり、現代風に

いうならば「しぐれの中をしぐれている山の中へ歩いて行くよ」という、冷た

い雨が降ったり止んだりする中を、雨で濡れている山の中を立ち止まらすに進

んで行く孤独が詠まれているのだそうです。NHK 連続テレビ小説『虎に翼』の

主題歌で、米津玄師が書き下ろした楽曲『さよーならまたいつか！』の歌詞で

その言葉を知りました。金メダルを手にし栄華を極めた人でも、児童養護施設

で育った人でも、どんな人生であれ、孤独は誰しもに在りうるのです。秋を迎

え、雨の季節になり、雨に降られ「しぐるる」言葉がより胸に染み入ります。

大人数の施設の中で自由に出来ないことを嘆く人も、身を任せて暮らせること

に有難いと拝む人も、人の思いは様々。各々に望むものがあって、そこに馳せ

る願いがあって、現在
い ま

との相違によって、孤独を感じる。どんなに親切にされ

ていても、それが希と違っていれば、孤独はそこに存在してしまう。「しぐるる

やしぐるる山へ歩み入る」の詩にはそんな現状とリンクし、時代が変わっても

人は変わらないことを知りました。抗ったとて、人は孤独を心に宿す。けれど

「しぐるる」を知っているからこそ、優しさがその対極には存在している。助

けることは己の助けに。願えば叶う。巡り巡るはそういうことなのだと思う。 



 


